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　まず、専門家派遣で実施することを明確にするため、計画書の作成を行った。計画書には担当専門家、支
援テーマ、支援内容、スケジュール等を盛り込み、計画について当社と事前合意を図ったうえで実施するこ
とにした。

　担当専門家であるITコーディネータ吉田喜久男氏の支援のもと、以下のような流れで実施した。
　⑴　現状把握
　　①　製造現場、業務内容・プロセス、管理帳票、IT環境等の現状確認
　　②　経営課題確認、課題解決スケジュール検討
　⑵　課題解決策の検討
　　　プロジェクトメンバーとともに課題解決策の検討を行った。
　　①　不良発生率低減
　　　 　不良発生率低減を実現するためには、発生要因が特定できる仕組みが必要となる。仕組みを構築す

るためにはどのような業務プロセスにすべきか、どのようなデータが必要となるか等の検討を行った。
　　②　製造工程の進捗把握
　　　 　製造工程において、仕掛品が「どこに・何が・何個」あるかを「見える化」し、最適な生産計画を

立案すること、納期回答を迅速化すること、を実現するため、あるべき業務プロセス、必要情報項目
等の検討を行った。

　　③　メタライズ加工部門のIT化
　　　 　メタライズ加工部門においてもデータを活用し、碍子製造部門同様、不良発生率低減、製造工程の

進捗把握を実現するため、あるべき業務プロセス、情報化項目等の検討を行った。
　⑶　IT戦略の策定
　　　検討された課題解決策について、IT化の方向性・具体策を検討した。
　　　•現状システムの改修だけにすべきか新たなシステムを導入すべきか
　　　•碍子製造部門とメタライズ加工部門の連結はどうすべきか
　　　•システムの拡張性はどうするか
　　　•入力画面設計、出力画面、帳票設計等

　一つ目の成果はIT戦略企画書の作成である。IT戦略企画書には、当社の現状、課題、システム化の方針・範囲、
システム化の内容が盛り込まれている。これにより、経営課題とIT化の関係が明確になるだけでなく、当社
がITベンダーに要求する内容も規定することができた。中小企業では自社にシステム部門を抱えていないと
ころが多く、ITの専門家もいないことが多い。このため、IT化する時にはITベンダーの言いなりとなること
も少なくない。当社も自社にITの専門家はいないが、IT戦略企画書の作成により、システム化の内容と概算
費用を明らかにすることができたため、こうした不安を払拭することができた。
　二つ目の成果は、IT化による効果を定量的に把握するための仕組みを構築したことである。「IT化したが
効果はあったのか？」IT導入した企業でこうしたことはよく聞かれる。こうした事態を避けるためにはIT導
入後の効果を継続的にチェックする仕組み（モニタリング）を作っておく必要がある。本事例では成果を把
握するため、不合格数・修正数、滞留在庫管理対象品番数、納期回答時間、などの指標を設定した。この指
標を定期的にチェックし、効果の把握を行っていくこととした。

１．専門家派遣計画の作成

２．専門家派遣の実施

３．取組みの成果とフォロー

■拠点の具体的な支援内容
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　これまで、地域力連携拠点事業を利用したことは
ありませんでしたが、今回の専門家派遣は当社に
とって非常に役立つものでした。
　中小企業の場合、自社だけでは解決できない経営
課題が多く、外部に支援を求めなければならない場
合があります。当社の場合も、IT化による経営課題
解決を図ろうとしましたが、自社だけでは手がつけ
られず困っていました。知り合いにえひめ産業振興
財団と地域力連携拠点事業を紹介され、専門家派遣
というメニューを知り、利用することになりました。
ITコーディネータというITの専門家の支援のもと、
IT戦略企画書を作成することができましたが、これ
により経営課題がIT化によってどのように解決され
るのかが明確になりました。
　今回作成したIT戦略企画書に基づき、これからIT
化を進めますが、ITを導入することが目的ではなく、
活用し経営課題を解決することが目的です。そのた

めにはITを活用できるような仕事のやり方に変えた
り、IT化による効果を社内で共有できるような仕組
みも作っていかなければならないと考えています。

　当社については、最初に伺ったときに感じたことは、非常に改革意欲の高い
企業であるということでした。山本社長はもちろん、従業員一人一人の意識の
高さはプロジェクト会議でも随所に現れ、時には非常に激しい議論となること
もありました。こうした一人一人の意識の高さが成果につながったのだと実感
しています。
　しかし、今回の専門家派遣で支援させていただいたのはIT戦略企画書作成ま
でであり、当社にとっての本当の成果はまだ先にあります。この先、ITを導入
･活用し、経営課題を解決することができて成果といえるのではないでしょう
か。これからITを導入し活用していく段階なので、少し時間がかかると思いま
すが、成果が出ることを期待しています。

●拠点を利用した事業者の声

応援コーディネーター

越智　　豊

S t a f f  v o i c e 支援に携わったスタッフの声

山本社長（中央）とプロジェクトメンバー

エヒメセラム 株式会社
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